
水稲初期害虫 (イネ ミズゾウムシ ・ィネクビボソハムシ)発 生予察 システム

(農試 環 境部)
1  背 景 とね らい

イネ ミズゾウム シは越冬後の春期の気象経過 、特 に気温の高低によりその発生時期が変
動す るため、従来か ら発生時期 と有効積算温度の関係を用 いて病害虫発生予察 を行 って き
た (昭和 6 2年度参考事項)。 平成元年か ら平成 3年 に県単独事業 として実施 した 「リアル
タイムメ ッシュ気象情報 システム開発事業」の中で、有効積算温度 によるイネ ミズゾウム
シと、イネク ビボソハムシ (イネ ドロオイムシ)の 発生時期、防除適期を予測す る、 「水
稲害虫発生予察支援 システム」を構築 し、その適合性を検討 した結果、実用可能 と考え ら
れた。
2  技 術内容

( 1 )シ ステムの概要
ア 発 生時期、防除適期を判定す る有効積算温度の値 は表 1の とおりである。これによ

りにメッシュ地点毎 に、予測時 までの気温経過 とそれ以降の有効積算温度平年値か ら、
イネ ミズゾゥムシとイネクビボソハムシの発生時期 と防除適期の目安が得 られる。

表 1 発 生時期及び防除適期 に該 当す る有効積算温度  起 算 日 4月 1日
イ ミズ ゾ ウ ム シネヽ イネク ビボソハム シ( ドロォイ) 両害虫 同時 防除適 期
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合成 ヒ
°
レスロイド   7 0 ± 2 0 ( A )

粒剤
その他粒剤    1 1 0 ± 2 0 ( B )

茎葉散布剤     一

防除適期

合成ヒ
°
レスロイド 1 3 0 ±3 0 ( a )

粒剤
その他粒剤  1 9 0 ± 3 0 ( b )

茎葉散布剤  2 4 0 ± 3 0

同時防除
Aか つ a

B か つ b

イ 入 力す るデータは 4月 ～ 6月 のメッシュ時間値気温で、
度推移表、②発生時期 ・防除適期一覧表、③積算温度推移
図表示 ( C R T 画面上のみ)で ある。

2 )初期害虫の予察への利用
ア 普 及 セ ンター管内で、標高 ・地形などか ら地域性 の異な

定 し、地域毎の防除適  期 を予測す る。
イ イ ネ ミズゾウムシ侵入盛期 とイネク ビボソハムシ産卯盛期の予測結果か ら、要防除

水準 に基づ き防除要否を判定す る。 (図 1 )
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図 1 システムによる予測、及び防除対策の検討手順
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3  指 導上 の留 意事項

(1 )以下 の条 件 で は予測 が はずれ ることが あ るので 、圃場観察 を行 い防除適期 を失 しない よ

う注意 す る。

ア 5月 中 に最高気温 30℃前後 の高温 日が多 い年次 には、有効積算温度 が基準 に達 す る以

前 に発生 す る場 合 が あ る。 また 、著 しい低温経過 で は発生時期 が基準 よ り遅 れ る場 合

が あ る。

イ イ ネ ミズゾ ウム シの越冬密度 が高 い場所 で は、畦畔 ぎわの密度が早期 か ら急 激 に高

ま る ことが あ るので 、 この よ うな場所 で は判定結 果 にかかわ らず速 やか に防除対策 を

講 じる。

(2 )予測演算 は6月30日まで に限定 され るので 、高冷地 な ど気温 の低 い地点 で は防除適期 が

F該 当な し」、「～以降 」 の判定 をす る場 合が あ るが 、 この場 合 は発生 時期予測 か ら防除

基準 に従 って防除方法 を決定 す る。

4 試 験成績 概要

表 2 イ ネ ミズゾウム シの発生 時期予 測結 果 の適 合性   *印 が主 な予測時期

(平成 3年 以 降 の基準 圃 ,特 定 圃調査結 果 によ る)   月 /日 ,差 は 日数

値   値      値   値      値   値

滝  沢  基 準 圃  平 3   5 / 2 1  5 / 1 3  - 8

4      5 / 2 9   5 / 3 1      2

5      5 / 2 4   5 / 2 9      5

6      5 / 2 4   5 / 2 2     - 2

5/31  5/23   -8   6/3    6/5

6/7   6/8     1   6/21   6/19

6/13  6/10   -3   6/19   6/18

5/29  5/29    0   6/2    6/9      7
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一

年次変動 (日数) 16  -8-5 15 18  -8～ 1 19 14  -3～ 7

江 刺  準 基準

圃

平 3

4

5

6

5/13  5/12   -1   5/20  5/21

5/15  5/25   10   5/30  6/5

5/17  5/22    5   6/1   6/1
5/16  5/14  -2   5/27  5/26   -1   5/31   6/2

1    5 / 2 4    6 / 2

6     6 / 4      6 / 1 3

0    6 / 4     6 / 1 3

年次変動 (日数 ) 13  -2～ 10  12 15 -1～ 6  11 1 1   2 ～ 9

表 3 イ ネクビボソ八ム シの発生時期予測結果の適合性 (発生量中以上の圃場)

地 域   年 次  発
量            産

卵盛期  *   幼 虫お、化盛期
ミ測 予 測  差  実 測 予 測  差  実 測  予 測  差
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6/5   6/11   6

6 / 4    6 / 2    - 2

6/15  6/14  -1

6/15   6/16  -1

6/7     6/9     2

6/20    6/22    2

-43-一




